
令和5年度（2023年度）
特別支援教育充実セミナー
弟子屈町における福祉と教育の連携

～持続可能な福祉と教育の連携を目指して～

弟子屈町

健康こども課健康推進係

保健師 渡邊



～発表の内容～

１．昨年度の内容と実践報告

２．ましゅうのわについて

３．福祉と教育の持続可能な連携に向けて

～今後の課題～



１．昨年度の内容と実践報告



Q-SACCSシート（弟子屈町）

弟子屈町 ０～３歳
継続的インターフェス

（引き継ぎ）
４～６歳

継続的インターフェス

（引き継ぎ）
７～１５歳

シ

市立釧路総合病院

堀口クリニック ・・・継続・・・

ソ

小学校・中学校

弟子屈高等学校

校内支援委員会

放課後児童クラブ

タ

特別支援教育推進会議

管内教育支援委員会

個別の支援計画（ﾏﾘｰﾓ）

チ

パーチナーティーチャー

校内支援委員会

特別支援学級

こども発達支援センター

児童相談所

ツ

特別支援教育推進会議

個別の支援計画（ﾏﾘｰﾓ）

テ

市立釧路総合病院

堀口クリニック

ス

小学校特Coが園訪問

特別支援教育推進会議

ましゅうのわ

セ

小学校特Coが園訪問

特別支援教育推進会議

ましゅうのわ

イ

ましゅうのわ

カンファレンス

療育担当者会議

支援連絡会議

ウ

こども発達支援センター

子育て支援センター

はしわたし・ゆっくりん

保健師

エ

ましゅうのわ

医師への相談

ケース会議

オ

市立釧路総合病院

堀口クリニック

ク

こども園ましゅう

川湯保育園

年中検診

就学時健診

ケ

ましゅうのわ

支援連絡会議

療育担当者会議

コ

こども発達支援センター

子育て支援センター

はしわたし・ゆっくりん

保健師

サ

ましゅうのわ

カ

ましゅうのわ

キ

ましゅうのわ

・・・継続・・・

ア

こども園ましゅう

川湯保育園

子育て支援センター

乳幼児検診

レベルⅠ

（毎日）

日常生活水準

共時的インターフェス

（情報共有・紹介等）

レベルⅡ

（Ⅰ～数回／週・月程度）

日常生活水準

共時的インターフェス

（情報共有・紹介等）

レベルⅢ

医療的支援

昨年度発表より



福祉課

弟子屈小学校 川湯小学校

美留和小学校 和琴小学校

弟子屈中学校 川湯中学校

教育委員会

健康こども課
川湯保育園

こども発達支援センター

子育て支援センター

放課後児童クラブ

特別支援教育推進会議

情報共有

幼小連携

療育担当者会議

支援連絡会議

カンファレンス

要保護児童対策連絡協議会

ケース会議
各課担当窓口による情報共有

（コアチーム）

情報共有

各種申請手続き

（障害者手帳・療育手帳）

（放課後デイサービス）

情報共有
福祉に関わる事務・手続き

昨年度発表より



福祉と教育の連携の目指すべき姿

福祉と教育の連携 新たな連携機関の設置

・「スクラップ＆ビルド」はビルドに重きが置かれがち

・連携の要は「風通し」をよくすること

・何か新たな動きや組織を起こす前に、現状の体制を見直し、

整理することが肝要であると考える

昨年度発表より



福祉と教育の連携の目指すべき姿

福祉と教育の連携 持続可能な連携体制の構築

・現状の体制（会議や組織等）を見直す

→役割が重なっているものは整理し、

不足しているものは補う

・各担当（会議や組織）の窓口を明確にする

・各教育機関にも整理したものを周知

・コアチームによる定期的な情報共有

昨年度発表より



弟子屈町特別支援教育マップ

道立特別支援教育研究センター

・来所相談や巡回相談による発達相談

・電話・メールによる相談

・巡回相談はR４年度は釧路市・釧路町で実施

特別支援学校

釧路養護学校・釧路鶴野支援学校・帯広盲学校

・パートナーティーチャー派遣

北海道教育庁釧路教育局

・特別支援教育にかかわる研修会

・各小中学校への巡回指導

弟子屈町教育委員会 ☎482-2945

・スクリーニング検査、在籍関係

・特別支援教育にかかわる相談や支援

弟子屈町福祉課 ☎482-2921

・障害者手帳や障害福祉サービスの手続き

・特別児童扶養手当の手続き

弟子屈町健康こども課 ☎482-2935

・各種乳幼児健診や専門支援事業

・子育てに関わる相談や支援

弟子屈町教育支援委員会

・児童生徒の適正な就学を図る

面接（本人・保護者）→審査・判定

こども発達支援センター（もくば） ☎482-3093

子育て支援センター ☎482-5667

弟子屈町立小中学校

・弟子屈小☎482-2044 ・川 湯小☎483-2041

・和 琴小☎484-2061 ・美留和小☎482-1097

・弟子屈中☎482-2071 ・川 湯中☎483-2337

各小学校においても、就学前の悩みや疑問を相談で き
ます。各校教頭あるいは特別支援コーディネーターに
ご相談ください。

北海道弟子屈高等学校 ☎482-2237認定こども園ましゅう ☎482-2444

弟子屈町特別支援教育推進会議（教育支援部会・特別支援Co部会）

教育関係機関

釧路管内教育支援委員会

・発達検査の相談

・管内の特別支援教育推進に関わる業務

釧路児童相談所

・家庭や学校への支援・助言

・相談や一時保護

医療関係

・釧路市立病院

・堀口クリニック 等

放課後デイサービス

障害児相談支援事業

・はしわたし（弟子屈町中央）

・かたつむり（弟子屈町高栄）

放課後児童クラブ

・にこにこクラブ（弟子屈小学校内）

・わんぱくクラブ（川 湯小学校内）

町立川湯保育園 ☎483-2537

裏面には各種事業・会議一覧を記載してます

昨年度発表より



福祉と教育の連携の目指すべき姿
協議会・会議・事業名 担当課 担当者 備考

特別支援教育推進会議 教育委員会指導室 指導室長 町内の特別支援教育に関わる事項

釧路管内教育支援委員会 教育委員会指導室 指導室長 管内の特別支援学級の在籍に関わる事項

スクリーニング検査 教育委員会管理課 学校教育係 小学校新１年生のスクリーニング検査

就学時健診 教育委員会管理課 学校教育係 小学校新１年生の健診

療育担当者会議 こども発達支援センター 指導係
こども発達支援事業対象幼児の経過ならびに支援体制についての会

議(センター通所外幼児)

支援連絡会議 こども発達支援センター 指導係
こども発達支援事業対象幼児の経過ならびに支援体制についての会

議(センター通所幼児)

ケース会議 健康こども課 こども支援係

・要対協ケース(こども支援係)

・要対協ケース以外では保健師主催でケース会議、

　情報共有等する場合もあり

乳幼児健診 健康こども課 健康推進係

・4か月、7か月、12か月、1歳半、3歳児、年中児健診

・年中児健診は弟子屈独自の健診で、未就園や不登園児

　の把握に繋がっている。

発達支援推進連絡協議会 こども発達支援センター 指導係
弟子屈町の療育に関わる各関係機関の関係者が情報共有を

し、今後の総合的な療育支援を検討していく

専門支援事業 こども発達支援センター 指導係
保護者相談、発達相談等を専門職に依頼し、相談と評価をいただい

て、その親子に見合った療育支援につなげていく事業

昨年度発表より



「どこに相談したらいいか分からない」といった

問い合わせは減少

→相談先が明確になり、目的にあった機関に直接相談
することができるようになったと思われる。

弟子屈町特別支援教育マップを各家庭・各小中学校に配布

次年度からは、知的スクリーニング検
査結果の通知にマップを同封予定



福祉と教育の連携の目指すべき姿

 教育委員会や役場への問い合わせがしやすくなっ
た＝相談しやすい環境となった

 関係機関同士の連携もとりやすくなった

福祉と教育の連携 持続可能な連携体制の構築



Q-SACCSシート（弟子屈町）

弟子屈町 ０～３歳
継続的インターフェス

（引き継ぎ）
４～６歳

継続的インターフェス

（引き継ぎ）
７～１５歳

シ

市立釧路総合病院

堀口クリニック ・・・継続・・・

ソ

小学校・中学校

弟子屈高等学校

校内支援委員会

放課後児童クラブ

タ

特別支援教育推進会議

管内教育支援委員会

個別の支援計画（ﾏﾘｰﾓ）

チ

パーチナーティーチャー

校内支援委員会

特別支援学級

こども発達支援センター

児童相談所

ツ
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個別の支援計画（ﾏﾘｰﾓ）

テ

市立釧路総合病院

堀口クリニック
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ましゅうのわ
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小学校特Coが園訪問

特別支援教育推進会議

ましゅうのわ
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療育担当者会議

支援連絡会議
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エ

ましゅうのわ

医師への相談
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こども発達支援センター

子育て支援センター

はしわたし・ゆっくりん
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川湯保育園

子育て支援センター

乳幼児検診

レベルⅠ

（毎日）

日常生活水準

共時的インターフェス

（情報共有・紹介等）

レベルⅡ

（Ⅰ～数回／週・月程度）

日常生活水準

共時的インターフェス

（情報共有・紹介等）

レベルⅢ

医療的支援

昨年度発表より



２．「ましゅうのわ」について



弟子屈町成長記録「ましゅうのわ」













「マリーモ」(弟子屈版)

「個別の教育支援計画『釧路モデル』」をもとに
弟子屈町特別支援推進会議（特別支援コーディ
ネーター部会）にて検討し、令和３年３月に改訂

【改訂箇所】

・フェイスシートに出生時・新生児期の様子につ

いて、詳細を記載（分娩状況・出生状況 等）

・保護者同意書を追加



３．福祉と教育の持続可能な連携に向けて
～今後の課題～



家庭に浸透してない

→どんな風に活用されるのか、イメージができない。

各機関で活用しきれていない

→異動があり、「ましゅうのわ」自体を知らない職員もいる。

各所で必要な事項について検討できていない

→配布以降、関係機関で話し合いができていない。

「ましゅうのわ」における課題



関係機関での共通認識を深め、内容を精査する

→会議や、コアチーム(福祉・教育・保健)などを通して認識を深める

内容について精査し、各所で活用しやすい内容に整える

保護者への活用促し

→赤ちゃん訪問、乳幼児健診での周知

健診時に母子手帳と一緒に提出してもらい結果を記載する

「ましゅうのわ」の今後

各所で活用することで
保護者の活用に繋がる



関係機関での共通認識を深め、内容を精査する

①子どもに関わる関係機関の代表者が集まる場にて、

保健師より「ましゅうのわ」について説明する。

例）特別支援教育推進会議など

②教育委員会および福祉部門と連携し、

「ましゅうのわ」に対する意見を集約する。

→コアチームで検討。内容を精査し、検討した結果を会議等で共有。

「ましゅうのわ」の今後



横の連携 縦の連携

各課担当窓口による情報共有
（コアチーム）

中学校

小学校

こども園・保育園

高校

教育委員会 福祉課

健康こども課


